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種 月J 器 種
地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-532 材 板 材
Ⅵ 区
3層 3材 24 全 長

88 9
幅・径
83
厚 さ
39 先端加工、焼痕

平安～
中世

2 L-533 材 板 材
Ⅵ 区
3b層 3b材 16 板 目 平 安 327-2

3 材 分割材
Ⅵ 区
3b層 3b材 17 10 7 両端加工、片面自然面、焼猿 平  安

4 L-504 材 角  材 Ⅵ 区3層 3オオ2 43 24 平安～
中世

5 L-524 材 角  材
Ⅵ 区
3a層 3a布オ28 46 両端加工 中 世
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番 号 種 別 器  種

地 区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 材 角 材 VI 区3 層 3材 1
全 長
96 3
幅 。径
73
厚 さ
63 先端加工

平安～
中世

2 材 角 材
区
層 3b材 13 平 安

3 L-512 材 分割材
VI 区
3 層 3材 10 71 先端加工 ”

世
安
中
平

4 L-515 材 分割材
VI 区
3b層 3b材 15 23 6 側面加工 平 安

5 L-507 材 分割材
VI 区
3 層 3材 5 22 4 50 27 先端加工 平安～

中世

6 材 鋤
VI 区
3 層 3材29 先瑞加工 4面 1段 半裁丸 一

世
安
中
平

L-511 材 丸  材 VI 区3 層 3材 9 先端切断痕・院痕 芯持丸
平安～
中世
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地  区
層 位 取上番号 法  量 。 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時  期 写真図版

1 L-577 杭 角  杭
VI 区
3層 3杭 45 全 長

171 4
幅・径
89
厚 さ
92
先端加工
多面多段

側面、頭部 も加工 芯 無
中世～
平安
335-4

2 L-558 抗 角  杭
区
層

Ⅶ
３ 3杭 47 97 6 8 10面多段 側面加工 中世～ 335-3

3 抗 角 杭 Ⅵ 区3 層 3杭 19 25 11 2面 1段 中世～
平安

4 L-535 杭 割 抗
Ⅵ  区
3 層 3杭 3 24 14 中世～

平安

5 L-537 杭 割 杭
Ⅵ  区
3a層 3a杭 8 09 13 中世～

平安

6 L-555 杭 角 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 37 23 5 20 21 中世～

7 L-553 杭 割 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 34 1378 70 焼痕 ”

安
世
平
甲

8 L-560 杭 割 杭 Ⅵ 区3層 3杭H 123 8 52 41 焼痕 世”稜
中
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層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-554 枕 割 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 35 全 長
17 2
幅・径
24
厚 さ
24
先端加工 ”

世
安
中
平

2 L-551 杭 割 杭
VI 区
3層 3杭 32 44 7 50 1面多段 一

世
安
中
平

3 L-561 抗 割 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 13 129 2 61 28 焼痕 ”

世
安
中
平

L-571 杭 割 杭 VI 区3 層 3抗 10 146 7 平安～
中世

5 L-562 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ

３ 3杭 17 55 57 6面多段 樹度付 芯持丸 ”
世
安
中
平
336-1

6 L-546 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 23 63 64 5面多段 樹皮付 芯持丸 ”

世
安
中
平
335-10
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地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 。 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-542 杭 丸  杭 Ⅶ 区3層 3お売18 全 長68 4
幅・径
35
厚 さ
33
先瑞加工
4面多段 芯持丸

平安～
中世
335-9

2 L-545 杭 丸  杭
VI 区
3層 3杭 16 3面多段 芯持丸

平安～
中世
335-7

3 L-539 杭 丸  杭 VI 区3 眉 3杭12 10 1 31 2面多段 樹皮付 芯持丸
平安～
中世

L-565 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭42 3面多段 芯持丸

平安～ 336-4

5 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 4 166 4 6面多段 快 り 芯持丸

平安～
中世
336-8

L-572 抗 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3杭 6 194 5 多面多段 刃 こぽ棘 芯持丸

平安～
中世
336-9
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1 L-575 杭 丸  抗
Ⅵ 区
3 層 3杭43

全 長
226 5
幅・径
85
厚 さ
85
先端加工
5面多段 芯持丸 中 世 337-1

2 L-556 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3杭 39 35 先端切断痕 芯持丸 中 世

3 L-548 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3 層 3抗 28 52 先端切断痕 芯持丸 中 世

4 杭 丸 杭
VI 区
3層 3姑売24 先端切断痕 芯持丸 中 世

5 と-568 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭21 173 5 多面多段 芯持丸 中 世 336-6
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1 L-564 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3層 3杭 22 全 長

67 0
幅 ・ 径

42
厚  さ
42
先端加工

芯持丸 中  世 336-3

2 L-541 杭 丸 杭
Ⅵ  区
3層 3杭 15 1面多段 芯持丸 中  世 386-8

3 L-563 杭 丸  杭
VI 区
3 層 3杭 36 50 4 7 先端加工 芯持丸 中  世 336-2

4 L-550 杭 丸  杭 VI 区3 層 3杭 31 113 8 47 45 先端加工 芯持丸 中  世 335-11

5 L-573 杭 丸  杭
VI 区
3層 3杭 38 11 4 先端加工 芯持丸 中  世 336-10
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1 L-544 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 25

長
０

全
２
幅 。径
35
厚 さ
31 樹皮付 芯持丸 中 世

2 L-569 杭 丸 杭
VI 区
3層 3杭 5 214 2 45 45 両端加工、挟 り、焼痕 芯持丸 中 世 336-7

3 L-576 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 44 150 7 決 り 芯持丸 中  世 337-2

4 L-567 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 46 55 55 先端頭状カロエ 芯持丸 中  世 336-5

5 L-536 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 7 樹皮付 芯持丸 中  世
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地
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1 杭 丸 杭
区
層

Ⅶ

３ 3杭 14 全 長
98 9
幅・径
34
厚 さ
3_4 樹皮付 芯持丸 中 世

2 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３ 3杭 33 焼痕 芯持丸 中  世

3 L-538 杭 丸 杭
区
層

Ｖ‐

３ 3杭 9 芯持丸 中 世

4 L-559 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３

3杭 1 樹皮付 芯持丸 中 世

5 し-578 杭 丸 杭
区
層

Ⅵ
３

3姑先30 194 5 芯持丸 中 世
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ユ 杭 丸 抗
Ⅵ  区
3層 3抗 20 全 長

90 6
幅・径
60
厚 さ
66 樹皮付 芯持丸 中 世

2 L-574 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3 層 3杭 40 134 7 樹皮付 芯持丸 中  世

3 L-557 杭 丸 抗
Ⅵ 区
3 層 3杭 41 樹度付 芯持丸 中 世

L-534 杭 丸 杭
Ⅵ 区
3層 3杭 2 樹皮付 芯持丸 中 世

5 杭 丸 抗
Ⅵ 区
3層 3杭 29 樹皮付 芯持丸 中 世
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4層検出遺構と出土遺物

|)堆 積上の状況 と検 出遺構
Ⅵ区における4層 (灰白色火山灰層)は、河川跡の中央部から河岸斜面の上部にかけて分布し、河川堆積層の薄

い河岸斜面の上端部には分布していない。層厚は、3a層水田の耕作の攪乱による細かな凹凸があるが、平均的には

5 cm前後である。層は全体的に緩やかな弧状に堆積しているが、中央部よりも北岸寄りの方が堆積深度が深い。 4

層上面では、先に記したように、3a層水田に伴う濤跡と畦畔痕跡が検出されたが、直接 4層上面から掘り込まれた

遺構は検出されていない。

2)遺 物出土状況 と出上遺物
4層からは全く遺物は出土しておらず、全くの無遺物層である。

5層検出遺構と出土遺物

|)堆 積 上の状 況 と検 出遺構
5層は、 6層に比べると粘上分の多い泥炭質粘土層で、

河川跡の中央部や南側斜面にはほとんど分布していない。

厚は 3～ 5 cmで、厚さはほぼ均―である。

5層上面では、杭等の遺構は検出されなかった。

緩やかな傾斜面となっている北岸斜面に沿って分布し、

北側斜面でも上端部には分布していない。北岸斜面の層

2)遺 物 出土状 況 と出土遺 物
5層の遺物は、第298図の通り河川跡の北側斜面に沿って散布している。出土遺物には土師器・須恵器・瓦がある。

3a層水田の耕作の影響を受けていないために、出土遺物は完形に近いものや大形の破片または完形のものが潰れた

状態で出上している。

土師器は第299図 1～ 5の ほか、ロクロ土師器片 6点 と非ロクロ土師器と観察される破片が 3点出土している。1

は、底部と体部下端が回転ヘラ削り調整されているもので、底部外面の中央に「内」の墨書がある。この墨書文字

は、3b層出上の土師器 (D-14・ 第282図 2)と同様である。 2・ 4・ 5は回転糸切り底の不で、 4の体部外面には

墨書があるが判読不明である。 3は小型の甕で、内外面ともロクロ調整され、底部には回転糸切り痕がある。

須恵器は、不 1点 (第299図 6)と 壼の破片が 1点出土している。不は、口径に比して底部径がやや大きいもので、

底部の切り離しは回転糸切りによる。底部外面には「應」の変書と考えられる墨書がある。

瓦は、軒丸瓦の瓦当面の破片 1点 (第299図 7)と 丸瓦の破片が 4点出上している。瓦当の文様は、細弁蓮花文で

ある。花弁の外形線は、花弁の 1枚 1枚が中房の周りの圏線まで独立しているいることから、多賀城跡における瓦

の分類では、「細弁蓮花文軒丸瓦310A類」に類似し、多賀城跡のIII期に相当する (注 1)。 しかし、310A類は中房

に1+5の 6個の蓮子があるのに対し、第299図 7は中央に 1個の蓮子があるのみである。花弁が独立し中房の蓮子

が中央に 1個の軒丸瓦は、陸奥国分寺跡から出上しており、「細弁蓮花文鐙瓦第一類」に分類されている (注 2)。

瓦当文様から、当該瓦は多賀城跡よりも陸奥国分寺跡との関連が考えられる。他の丸瓦は、凹面布目、凸面縄叩き

後ロクロ調整されるものである。
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6層検出遺構 と出土遺物

|)堆 積 上の状況 と検 出遺構
6層の上性は、黒色ないし黒褐色の草本質の泥炭層を基本とするが、河川跡の北岸斜面においては、層中に黒褐

色の粘土層を挟んでおり、 3層 に細分することができる (第274図 )。 6層 は、河川跡の底面の北端から北側岸面の

立ち上がる部分が最も深く、この地点から北岸と南岸に向かって緩やかに傾斜している。層の厚さは、河川跡の底

面部分では 3 cm前後であるが、底面から河岸斜面にかけての立ち上がり部分では30～35cmあ り、この部分だけが凸

レンズ状に厚く堆積している。

6層で検出された遺構には、杭が10本ある (第298図 )。

Ⅷ 2
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ヽ

か
ｔ
ｌ
ｌ
峰 0                        10cm

中

号

図

番

録

号

登

番
種 別 器  種

出 土 地 点 法    量 特  徴 ・ 備  考
分  頬 時  期 写真図版地 区 選構 層位 取上番号 器高 口径 底径 外 面 内 面

土師器 VI区 5層 土器配 2 底部「内」墨書有、ロクロ調整、底部右回義糸切り 黒色処理 平  安
D-18 土師器 雰 VI区 5層 土器胤 5 ロクロ調整、底部右回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 平  安

土師器 甕 Ⅵ 区 5層 圭器 NQ 4 59 ロクロ調整、底部右回転糸切り ロクロ調整 平  安 233-2

土師器 イ VI区 5層 土器 Nd 3 墨書有、ロクロ調整
体部下部回転ヘラタズリ、底部回転ヘラ切り

ヘラミガキ、黒色処理 平  安

D-17 土師鵠 必 VI区 5層 土器hFo l ロクロ調整、底部右回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 平  安
須恵需 不 VI区 5層 土器血 6 73 「應J墨書、ロクロ調整 ロクロ調整 平  安

中

号

図

番

録

号

登

番
種 月」 器 種

出 土 地 点 法   量 特  徴 ・ 備  考
分  類 時  期地 区 還構 層位 取上番号 全長 幅径 厚 さ 凸 外 面 凹   内   面

丸 瓦 軒丸瓦 5層 細弁蓮花文軒丸瓦、多賀城ⅡI期 平   安

第299図 Ⅵ区河,II跡 5層出土遺物

377



2)杭 列

杭 1は、Ⅵ区東部の東壁際で単独で検出された。 6層の最深部から南岸へ向かって立ち上がる部分に位置する。

全長149。 2cmの丸杭である (第304図 1)。

杭 2～ 5は、河川跡中央から北岸にかけて、河川の流路に直交するように直線的に並ぶ。間隔は、杭 2-50cm―

杭 3-50cm―杭 4-■ Ocm―杭 5である。杭 2は流出して不明であるが、杭 3は、全長182.Ocmの ミカン割状の先端

加工のない割杭である。杭 4は、全長162.5cmの 先端が多面から加工される丸杭である。杭 5は、全長139.Ocl■の先

端が多面から加工されている丸杭である。杭 3～ 5は、杭材の形状は異なってるが、長い杭である点は共通する(第

303図 3・ 5、 第304図 2)。

杭 6・ 7は、杭 2～ 5の約3m東側に、約100cmの間隔で平行に並ぶ。杭 6は、全長127.9clnの割面を残す厚板状の

角杭で、先端は両側面から加工されて尖っている(第302図 5)。 杭 7は、全長162.3cmの 角杭で、先端を欠損するが、

多面から削られているようである (第302図 6)。 杭 6・ 7は、 2本だけの杭列であるが、角材を使用している点と、

長い材を使用しているという共通点がある。

杭 8は、Ⅵ区西部の南壁際で単独で検出された。全長52.4cmの 割杭で、先端に加工はない (第303図 4)。

杭 9・ 10は、Ⅵ区西部の西壁付近に、約215cmの 間隔で並び、杭 2～ 5や杭 6・ 7と 同様に、河川跡中央から北岸

にかけて流路に直交して並ぶ。杭 9は、全長84.Ocmの 割杭で、先端は両側面から力H工されて尖っている(第303図 1)。

杭10は、全長108.5cmの 割杭で、先端は未加工である(第303図 2)。 この杭列も2本だけであるが、割材を使用して

いる点と、長い材を使用しているという共通点がある。

以上のように、Ⅵ区の杭は、河川跡中央から北岸にかけて流路に直交して並ぶことと、長い杭材を使用している

という共通性が認められる。また、それぞれの杭列には、丸材主体・角材主体・割材主体という個別性と共通性が

ある。

3)遺 物 出土状 況
6層 は、遺物の出土量は多くはないが、河川跡の南岸寄りの調査区南東角付近から、土師器不 3個体と須恵器邦

2個体の計 5個体の不が直線的に並ぶように出上している (第298図 6層土器 2～ 6)。 他から出上した土器は、 6

層土器 1以外の上師器 。須恵器のほとんどは、小破片となった状態で出上しているのに対して、ここから出土した

各個体は、完形もしくは完形に近いものであることから、単に一括廃棄されたものではなく、儀式などとの関連の

可能性も考えられる。

6層土器 1の上師器甕は、調査区西部の北岸際で単独で出土したもので、 1個体分が潰れた状態で出上した。

木製品および材は、Ⅵ区西部の東半からⅥ区東部の、河川跡中央よりも両岸寄りから散在的に出土している。

4)出 上遺 物
6層の出土遺物には、土師器・須恵器・瓦・木製品・材がある。上師器は、ロクロを使用していないものとロク

ロを使用しているものがある。ロクロを使用していないものの器種には、邪と甕がある。不は丸底で底部と体部の

境が括れ、体部から口縁部にかけて大きく外反するもので、住社式ないし栗囲式 (注 3)に相当する。甕は長胴の

もので、頸部は括れず軽い段を有するのみである。口縁部は外反し、日唇部はナデられて下垂する。類例は山前遺

跡18号住居跡出土遺物の中にあり (注 4)、 年代としては 8世紀後半から9世紀のものと考えられる。

ロクロを使用している土師器は、第300図 3～ 6の不のほか、邪片 3点 と小型甕片 1点が出土している。底部はい

ずれも糸切り無調整である。第300図 3の体部には横位に「大田」の墨書がある。

須恵器は第300図 7・ 8の邪のほか、不片 3点 と壷片 1点が出土している。図示した 2点の底部は、土師器同様に
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図中

番号

録

号

登

番
種  別 器種

出 土 地 点 法 量 特  徴 ・ 備  考
分 類 時  期 写真図版

地区 遺構 層笹 取二番号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

土 師 器 イ VI区 6層 口縁 :ヨ ヨナデ 体部 :ヘラクズリのちナデ 黒色処理、ヘラミガキ IIIC2 古墳後期

C-75 上 師 器 甕 VI区 6層 上器Na l 躊 :民茅雰b榔
:ハケメのサデ

平   安

上 師 器 イ 6層 土器聴 4 笹繁f奢詈恙裁説
ロクロ調整

黒色処理、ヘラミガキ 平  安

土 師 器 6層 土器Nla 6 ロクロ調整、底部 :右回転糸切り 黒色処理、ヘラミガキ 平  安
土 師 器 VI区 6層 ロクロ調整、底部 :右回転糸切 り 黒色処理、ヘラ 平  安
土 師 器 郵 VI区 6層 土器h3 ロクロ調整、底部 :回転糸切りのちヘラ書き 黒色処理、ヘラミガキ 平  安

E-3 須 恵 器 郷 VI区 6)習 上器血 2 ロクロ調整、底部 :右回転糸切り ロクロ調整 平   安

E-4 須 恵 器 イ VI区 6層 土器NQ 5 震豪手暑解 整 ロクロ調整 平  安

第300図 Ⅵ区河サ|1跡 6層出土遺物
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蝉
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甲
号
凶
番
登 録
番 号 種 別 器  種

地  区
層 位 取上番号 法  量 ・ 特  徴 ・ 備  考 樹 種 木取 り 時 期 写真図版

1 L-580 木製品 円 板 Ⅵ  区6 層 6木 2
全 長
13 0

幅

６
厚 さ
08
⑬ 推定復
語篤1 97Ll個 ヒノキ 柾  目 平 安 265-10

2 L-582 木製品 矢
Ⅵ 区
6層 6木 4

全 長
50

暇
０
厚 さ
08 鏃―木製、矢柄―竹笹類、桜度紐巻

柄
類笹

矢
竹 芯無丸 平 安 265-6

3 し-581 木製品 不  明 Ⅵ 区6層 6木 3 コナЙ節 芯無角 平 安 265-J

木製品 不  明 Ⅵ 区6 層 6b木 1 18 12 コナ功節 芯無角 平 安 265-5

5 L-589 材 建築材
Ⅵ  区
6 層 6イオ3 全 長156 0

幅・ 径
92
厚  さ ホゾ穴あり モ ミ属 芯持丸 平 安 320-1

6 し-584 材 板 材
Ⅵ 区
6 層 6イオ2 55 柾  目 平 安

7 L-586 材 板 材
Ⅵ 区
6層 6材 5 板 目 平 安

第301図 Ⅵ区河サII跡 6層出土木製品類 1


